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１ はじめに、研究の背景
１）建築生産を取り巻く社会状況
２）BIM／CIMの推進（i-Construction）
３）建築物の情報マネジメント

２ 研究の紹介
１）維持管理段階におけるBIMデータ活用に関する研究
２）既存建築物の情報整備に関する研究

３ 建築ストック活用に向けた研究の課題

４ まとめ

発表内容
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１-１）建築生産を取り巻く社会状況
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図１ 建設投資額および建設業就業者の増減

図２ わが国の産業別の労働生産性水準（対米国比、米国＝100）
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１-２）BIM／CIMの推進（i-Construction）



１-２）BIM／CIMの推進（i-Construction）

4図３ iConstructionを進めるための視点



BIM導入期の状況

・設計・生産情報の利活用、建築生産への技術適用
は継続的に取り組まれている課題

情報化施工・自動化施工
→建築生産情報統合 ：1990～95頃

→CALS/EC  ：1996～2001、2002～、2005～
→BIM？ ：2002頃～ 、2007・・・・

・ 本格的な３次元オブジェクトCADが製品化され、
情報の統合・利活用が新たな段階に入る

建築ジャーナリズムの特集記事や製品PR 
「BIMの普及が建築業界のビジネスモデルを変革する」（建築Web記事）

「建築界に革命を起こすBIMの衝撃」（A社）
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１-３）建築物の情報マネジメント
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１-３）建築物の情報マネジメント

BIM3.0
（建設業界のワークフロー改革）
BIMの考え方に基づいた設計・
生産手法

BIM1.0
（設計伝達情報の精度向上）
－図面の整合性向上（ライブラリ拡充）

◎企画意図の情報付与
○法規適合チェック

BIM2.0
（設計プロセスの改善）
◎環境解析や構造解析などの

BIMツールの活用

図４ BIMの概念と実務利用での展開



図5 BIM関連文献の発表年別資料数
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図5（補足） キーワードの設定数（重複あり）

ＢＩＭに関係する文献における
キーワードから、課題テーマを
把握
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２ １）維持管理段階におけるBIMデータ活用に関する研究

① BIM利用に関する取組み等の現状調査



図6 発表年ごとのBIM関連語句の出現数

初期は設計段階における研究開発が中心で、続く施工段階での取組みが増
え、2012年前後から維持管理・FM・ファシリティ等のキーワードが増加
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２ １）維持管理段階におけるBIMデータ活用に関する研究

① BIM利用に関する取組み等の現状調査



図6（補足） 維持管理段階におけるＢＩＭデータの活用

維持管理段階への展開については、先行して整備されている

「維持管理システムへのデータ連携」の取り組みあり
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２ １）維持管理段階におけるBIMデータ活用に関する研究

① BIM利用に関する取組み等の現状調査



②建物管理に適した建物情報モデルの作成に関する検討

図7 部位と維持管理情報の連携イメージ 10

図8 BIMのビジュアライズ効果による
見える化

２ １）維持管理段階におけるBIMデータ活用に関する研究



図9 図面に修繕マーカーを配置した例

11図10 パースによる修繕マーカーの
表示状況

②建物管理に適した建物情報モデルの作成に関する検討

２ １）維持管理段階におけるBIMデータ活用に関する研究



図14 維持管理段階における建物情報モデル活用の概念図 12

②建物管理に適した建物情報モデルの作成に関する検討

２ １）維持管理段階におけるBIMデータ活用に関する研究



２ ２）既存建築物の情報整備に関する研究

①既存住宅における住宅履歴情報の整備
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図15 既存住宅の長期優良住宅化リフォームの流れと既存住宅の履歴情報整備の技術的課題



• 図面等が散逸した既存住宅について、建物情報モデルを用いた情報整備
の考え方を提示

建物情報モデルの作成システム

材料・構法
データベース

建物情報モデル

３次元モデル

実態調査によるデータ整備

建物情報モデル：
建物各部位の３次元
形状オブジェクトに
材料・構法データベ
ースによる属性情報
を関係つけた３Ｄモ
デル
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２ ２）既存建築物の情報整備に関する研究

②既存住宅を表す建物情報モデル

図16 戸建て住宅における建物情報モデルの概念図



•建物の部位や位置
に関係付けて情報を
統合管理し、高度利
用する
•住宅履歴情報の効
果的な利活用を図る
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２ ２）既存建築物の情報整備に関する研究

②既存住宅を表す建物情報モデル

図17 モデルを用いた調査記録（写真）等の記録法のイメージ



•形状モデルを建築部品として意味のあるモデルとして分割
し入力する、分割レベルの規定を検討

表現する部位・部分の体系化とレベル規定を検討

図18 Level２（層）による分割の例

– Level２を“層” Level３
を各“層”を分解した構
成として扱う

–形状モデルと属性を
Level３で一致させる

– Level２はLevel３の要素
の占有領域
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２ ２）既存建築物の情報整備に関する研究

②既存住宅を表す建物情報モデル



実務での運用を考慮した情報密度の設定

・AIA(アメリカ建
築家協会)の
表現規定

（LOD: Level of 
Development）
等を参考に設
定

図18（補足） レベル規定の概要 17

２ ２）既存建築物の情報整備に関する研究

③効率的な設計仕様の把握手法の開発



既存建物の新築時の設計概要を復元する手法を提示
・1/100の平面図（間取り図）作成の作業で、 Level 2（壁や開口部
はlevel 3）のモデル化が可能

図19 レベル規定に基づく建物情報モデル（形状モデル）の試作例
18

２ ２）既存建築物の情報整備に関する研究

③効率的な設計仕様の把握手法の開発
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３ 建築ストック活用に向けた研究の課題

・BIMの導入により、建築物を何を目指して(To Be Built)、

どう造り(As Building)、完成したか(As Built)、

情報を記録し、残す技術が実現しつつある。

＞設計、施工の情報の活用

• 良質な建築をストックするため、出来形を品質よく完成させる
とともに、どう造ったかの設計、施工の情報を、部位や部分に
関連付けて整備することが必要。

〇 ICT技術活用による合理的な記録整備手法の構築

• どう造ったかの情報が合理的に記録・管理・活用されるシス
テム、業務標準等の整備が課題。
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３ 建築ストック活用に向けた研究の課題

設計 施工 竣工引渡し 維持管理

設計者 施工業者 所有者
管理者

活用段階：

活用主体：

意匠図設備図

意匠図意匠図

意匠図構造図

意匠図施工図 意匠図建物情報

維持管理段階まで一気通貫で利用できるBIMデータの整備

BIMの輪

維持管理に必要な
情報の追加と蓄積
のための準備
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３ 建築ストック活用に向けた研究の課題

• 既存建築ストックの活用には、建物の現況把握が必須。

• 現況把握に基づいて、適切な利用計画等が作成され、所有者
や居住者等のニーズに即した改修・リフォームの実施が望ま
れる。

• 設計仕様(使用材料や構法等)を把握するには、新築時の
設計図や仕様書等の資料が必要。

＞既存建物の情報整備への対応

〇 既存建物がどう造られているか？

・見え隠れ部分の仕様に関して、過去に用いられた材料・構法
やそれらの性能に関わる情報を参照できる、共通知識ベー
スの整備、提供が課題。
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４ まとめ

 建設業の将来予測として情報技術を活用した生産

システムへの変革が必要とされている。

 BIMの活用は、設計段階から、施工、維持管理（運
用）段階に展開している。

 既存ストックの活用には、現況把握の基礎となる建
物の情報が必須であり、BIMを活用した部位・部分に
関連づけた情報管理が有効と考えられる。

 情報の管理、活用には、新しいシステムの構築、業
務標準等の検討を進める必要がある。
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ご清聴ありがとうございました。

国立研究開発法人建築研究所

建築生産研究グループ 高橋 暁
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